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らの圧縮に比べ高密度になりにくく，自由落下時間が大きめになり，さらにｚが小さいた

めに音波が短時間でその方向を横切るからであると考えられる。

また，図１７，図１９から，α０が小さく，偏平度が大きい偏長回転楕円体ほど水素分

子の冷却効果は小さく，短時間で力学平衡に達することが予想できる。例えば，ここには

載せていないがα０＝0.5の場合，log n=1.7，T=700Ｋで力学平衡に達し，Tとｎとの関係
は断熱変化の関係そのものであった。

初期条件が球形に近い場合，収縮ガス雲のその後の変化について考察する。収縮により

密度は増加するが，水素分子からの輻射による冷却のため，温度は 1000Kくらいに保たれ
る。このことにより，密度ゆらぎの成長の条件に関係するジーンズ質量(1.30)は，収縮と
ともに減少する。図２１は，α０=0.995の場合の収縮過程でのジーンズ質量をプロットし
たものである。この場合，シーンズ質量は最終的には太陽質量の 100倍程度になることが
わかる。すなわち，ガス雲の中で，新たに密度のゆらぎが成長する場合，ゆらぎの最小質

量は太陽質量の 100倍程度であるということである。もしこの質量の分裂ガス雲が収縮し
て，一個の星を形成したとすれば超巨星であり，これが種族Ⅲの星である可能性がある。

別な考え方として，平板状ガス雲は重力的に分裂することが線形解析（Larson 1984）
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　　　　図２１　収縮過程でのジーンズ質量の変化（α0=0.995の場合)
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やコンピュータシミュレーション（Miyama et al. 1987）で示された。図２２はコンピュ
ータシミュレーションの結果である。この理論によれば，シートの厚さをｚとすると，最

も速く成長する擾乱の波長は z22 ⋅≅ πλ で，この結果できる分裂ガス雲の質量 mgrM とす

ると 22 λρ ⋅⋅= zM mgr である。偏長回転楕円体のｚをシートの厚さと見積もり，収縮過程に

　　　　　図２２　平板状ガス雲の分裂の計算機シミュレーション（SPH法）
　　　　　　　　　　白く見える部分が分裂してガスの濃くなった部分
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　　　　　　図２３　成長率最大の分裂ガス雲の質量（α０＝0.995の場合）
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おける mgrM の変化をグラフにしたものが図２３である。収縮が終わり，力学平衡に達し

たときに分裂が起こったとすれば，そのときの分裂ガス雲の質量 は太陽質量の 100 倍程
度になることがわかる。この理論からも大質量星の生成の可能性が予想される。

４　終わりに

　「宇宙の晴れ上がり」（再結合）直後の球形に近い偏長回転楕円体状のガス雲は，水素分

子を生成しながらその輻射エネルギーを外部に散逸して重力収縮し，シート（平板）状の

構造になることがわかった。また，このシート状のガス雲はさらに，ジーンズ不安定性や

幾何学的な形状が原因である線形不安定性により分裂し，大質量星になり得る。これらの

ことにから，原始銀河や種族Ⅲ星の起源が説明できる可能性があることがわかった。
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